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海
あ
を
し
青
一
し
っ
く
日
の
瞳
に

　
点
じ
て
春
の
そ
ら
匂
は
せ
む牧

水

も
ち
つ
き
に
悪
戦
苦
闘

　
1
2
月
1
日
（
土
）
、
福
瀬
小
学
校
で
「
も

ち
つ
き
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
杵
の
重
さ
に
よ
ろ
け
そ

う
に
な
っ
た
り
、
誤
っ
て
臼
を
つ
い
た

り
と
悪
戦
苦
闘
の
様
子
で
し
た
が
、
先

生
や
保
護
者
の
万
々
の
協
力
を
受
け

な
が
ら
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
餅

を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
使
っ
た
も
ち
米
は
、
一
学
期

に
自
分
た
ち
で
田
植
え
を
し
、
秋
に
収

穫
し
た
も
の
で
す
。

　
つ
か
れ
た
も
ち
は
そ
の
場
で
ぜ
ん

ざ
い
に
入
れ
ら
れ
、
児
童
ら
は
「
お
い

し
い
」
と
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
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ど班2002年新春を迎えて

町
長
小
林
理
教

》
儀
規

　
平
成
1
4
年
の
新
春
を
迎
え
、
町
民

の
み
な
さ
ま
に
は
謹
ん
で
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
に
よ
り
、
2
期
目
の
町
政
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
務

の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
4
年

間
は
皆
様
方
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
公
約
の
実
現
と

本
町
の
振
興
発
展
に
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
国
に
お
い
て
は
長
引
く
景
気
低
迷

の
中
、
税
収
減
や
失
業
者
の
増
加
、
金

融
不
安
、
財
政
再
建
問
題
な
ど
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
を
始
め
、
町
道
の
改
良
、

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
着
工
、
中

野
原
町
営
住
宅
の
整
備
、
地
域
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
に
よ
る
情
報
通
信

基
盤
の
整
備
、
農
産
物
の
東
郷
町
ブ
ラ

ン
ド
確
立
の
た
め
の
認
証
制
度
へ
の
取

り
組
み
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
耳
川
河
川
改
修
事
業
の
着
工
、

県
道
東
郷
西
都
線
の
尾
鈴
橋
の
完
成
、

ふ
る
さ
と
林
道
越
表
下
渡
川
線
の
竹

ノ
野
ト
ン
ネ
ル
貫
通
な
ど
、
長
年
の
悲

願
で
あ
り
ま
し
た
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
議
会
や
住
民
の
皆
様
と
一
緒
に

県
な
ど
に
働
き
か
け
て
き
た
成
果
で

あ
り
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
分
権
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合

が
4
月
1
日
に
発
足
し
、
広
域
行
政
の

事
務
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
本
町
に

お
い
て
も
、
行
政
改
革
大
綱
の
実
施
計

画
の
策
定
や
情
報
公
開
条
例
の
制
定

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
今
後
の
町
づ
く
り
と
し
て
は
、
本
年

度
中
に
第
三
次
東
郷
町
総
合
長
期
計

画
の
後
期
計
画
を
策
定
の
予
定
で
、
こ

の
計
画
を
も
と
に
、
特
に
、
環
境
保
全

型
農
業
の
推
進
や
農
林
業
基
盤
の
整

備
、
道
の
駅
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興
、

若
者
定
住
の
た
め
の
企
業
誘
致
や
住

宅
の
整
備
、
2
1
世
紀
を
担
う
人
材
の

育
成
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
、
地

方
分
権
の
推
進
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
実
現
す

る
た
め
に
、
役
場
組
織
の
見
直
し
を
始
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
心
当
た
に
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
成
1
4
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
議

会
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
、
行
政
改

革
の
推
進
、
情
報
の
公
開
な
ど
に
一
層

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い

た
し
ま
す
。
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昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
国
内
外
を

と
わ
ず
ま
さ
に
多
事
多
難
な
年
で
あ

り
ま
し
た
。
国
内
に
お
い
て
は
、
長
引

く
景
気
の
低
迷
の
中
本
町
に
と
り
ま

し
て
も
過
疎
化
・
少
子
化
・
高
齢
化
が

進
み
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
商
工

業
に
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

　
総
合
的
な
福
祉
社
会
の
推
進
や
農

林
商
工
業
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
な

ど
の
問
題
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
数
多
く
の
問
題
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
、
活
発
な
議
会
活
動

を
行
い
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て
諸

問
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
決
意

を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町

民
皆
様
方
の
更
な
る
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
1
4
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
幸

せ
な
年
で
あ
り
ま
す
様
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
っ
と

い
た
し
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞力・せくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

ll越牧男
寺迫　落鹿

昭和5年2月生

　
6
回
目
の
年
男
を
迎
え
感
無
量
で
す
。

　
1
4
歳
で
就
職
し
、
激
動
の
4
0
年
間
を

無
事
勤
め
終
え
、
早
や
1
7
年
を
迎
え

ま
し
た
。
健
康
の
お
か
げ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
充
実

し
た
人
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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匙
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響
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山床スミ子

　下渡川
昭和5年4月生

　
新
年
を
迎
え
ま
し
て
、
や
っ
ぱ

り
健
康
が
一
番
で
す
ね
。
家
族
や

皆
さ
ん
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
様

に
、
元
気
で
明
る
く
す
ご
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

汽
．
参

山本大志
越表　一松露

平成2年9月生

　
今
年
は
、
思
差
小
最
後
の
学
年
に

な
り
ま
す
。
毎
日
の
宅
習
を
が
ん
ば

っ
て
や
る
こ
と
、
家
の
手
伝
い
も
が

ん
ば
り
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
学
校
の

友
達
と
い
ろ
ん
な
事
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ナ

触
－

矢野フミエ

　坪谷　仲崎
昭和17年10月生

　
2
0
0
1
年
に
1
8
年
間
勤
め
た

職
場
を
退
職
し
ま
し
た
。

　
2
0
0
2
年
は
職
場
を
家
事
に

切
り
替
え
、
母
の
介
護
を
し
な
が
ら
、

新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
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三浦文人
仲深　久居原

昭和5年1月生
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馬
は
、
人
間
の
願
い
事
に
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
、
絵
馬
で
す
。
そ
の
昔
、
神
に
祈
願
し
て
か
な
え
ら
れ

た
と
き
、
馬
を
献
納
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
貧
し
い
民
は
馬
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
代
わ
り
に
馬
の
絵
を
描
い
た

り
、
馬
の
形
に
作
っ
た
木
片
を
献
じ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

絵
馬
の
始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
午
年
の
ム
フ
年
も
ま
た
、
神
社
に
は
た
く
さ
ん
の
絵
馬
が
献

納
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
年
の
健
康
に
、
無
事
に
過
ご
せ

ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
世
界
に
平
和
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
・
：
。

　
さ
て
、
ム
フ
年
も
「
午
」
年
生
ま
れ
の
万
々
に
今
年
の
抱
負
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
男
を
数
え
る
こ
と
6
回
、
平
凡

で
も
い
い
の
で
体
の
動
く
限
り
努
力

と
精
進
を
積
み
、
子
ど
も
の
肥
や
し

に
な
れ
れ
ば
嬉
し
い
。

　
生
き
た
と
い
う
匂
い
と
足
跡
の
証

し
を
後
世
に
残
せ
た
ら
と
望
ん
で
い

ま
す
。

岩田賢二
福瀬　広瀬

昭和41年6月生

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
「
今
年
は
年
男
、

何
か
や
る
ぞ
、
や
ら
ん
と
い
か
ん
と
心

に
誓
い
、
景
気
回
復
を
祈
り
つ
つ
、
仕

事
に
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

も
ち
ろ
ん
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
大
事
に
し

た
い
。
「
馬
く
行
き
ま
す
よ
う
に
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．
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今
年
か
ら
消
防
の
ポ
ン
プ
班
に

な
り
ま
す
。

　
仕
事
・
趣
味
同
様
常
に
目
標
を

持
ち
、
健
康
第
一
で
頑
張
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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畝原　　渚
小野田　大谷

平成2年3月生

　
2
0
0
2
年
に
な
り
ま
し
た
。
中
学

生
に
な
る
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
所
も
あ

る
と
思
う
け
ど
、
勉
強
や
い
ろ
ん
な
活

動
に
が
ん
ば
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
友
達
も
た
く
さ
ん
つ
く
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲
◎
い

寺原麻衣子
鶴野内　下村

昭和53年6月生

　
今
年
は
二
度
目
の
年
女
で
す
。

　
何
事
に
も
前
向
き
に
心
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
日
々
を
過
ご
せ
る
よ

う
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

－
蓋
　
　
≡
．
圭
撃

≒奎

黒木美樹
迫野内　鹿瀬

昭和41年3月生

　
今
年
は
子
供
た
ち
も
高
校
・
中

学
・
小
学
と
、
今
ま
で
以
上
に
忙
し

い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
2
0
0
2
年
も
家
族
の
健
康
と

幸
せ
を
見
守
り
、
素
敵
な
年
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
垂
乱

●

福畑ケイ子
　　八重原

昭和29年1月生

　
一
人
で
い
た
時
と
、
嫁
い
で
か
ら
が

ち
ょ
う
ど
半
分
つ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
成
人
式
を
迎
え
た
二
男
が
「
ど

っ
ち
が
幸
せ
だ
っ
た
」
と
尋
ね
ま
す
。
さ

あ
！
ど
っ
ち
か
な
？

　
今
年
も
家
族
仲
良
く
元
気
に
過
ご

せ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

f

鶯
瞬

児玉富士夫
田野　稲葉野

昭和29年9月生

　
昨
年
は
充
実
し
た
1
年
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
家
族
が
健
康
で
過
ご
せ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
も
昨
年
同
様
、
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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民
生
委
員

■

児
童
委
員
の
改
選

　
今
年
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改

選
の
年
で
す
。
次
の
方
々
が
平
成
1
3
年
1
2
月
1

日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
改
選
で
退
任
さ
れ
た
、
川
越

田
代
榮
一
さ
ん
（
寺
迫
）

担
当
地
区
　
寺
迫
・
山
ノ
ロ
・
落
鹿
・
中
尾
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8
8
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黒
木
國
代
さ
ん
（
寺
迫
）

担
当
地
区
　
吉
牟
田
・
庭
田
・
長
崎

　
　
　
　
　
費
5
8
1
1
9
0
9

◎
。
配

岩
本
義
信
さ
ん
（
福
瀬
）

担
当
地
区
　
ヒ
村
・
下
村
・
広
瀬
・
鳥
川
・
日
田
尾
・

鵜
戸
木
　
　
　
　
　
容
6
9
1
2
3
6
6

A．
ミ

を　　

ぐ潅
任再

義
子
さ
ん
（
三
瀬
）
、
那
須
マ
ユ
ミ
さ
ん
（
小
野

田
）
、
一
一
一
原
文
夫
さ
ん
（
鶴
野
内
）
、
佐
藤
富
子

さ
ん
（
迫
野
内
）
、
山
本
和
年
さ
ん
（
羽
坂
）
、

中
野
拓
郎
さ
ん
（
仲
深
）
、
井
上
幸
夫
さ
ん
（
坪

谷
）
山
里
榮
司
さ
ん
（
芸
表
）
に
対
し
て
は
、

感
謝
状
や
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

糸
平
節
子
さ
ん
（
福
瀬
）

担
当
地
区
　
中
野
原
・
出
口

　
　
　
　
　
盆
6
9
1
2
2
4
7

、

▼？
奉、噛’

’　隻

新任

福
良
俊
美
さ
ん
（
小
野
田
）

担
当
地
区
　
又
江
野

　
　
　
　
　
容
6
9
1
2
4
9
4

』
β

　蜀、

閉門

都
甲
幸
之
さ
ん
（
小
野
田
）

担
当
地
区
　
小
野
田
・
大
谷

　
　
　
　
　
麿
6
9
1
3
4
3
5

　
　
　
　
コ

◎
藷

任再

菊
池
祥
子
さ
ん
（
鶴
野
内
）

担
当
地
区
　
鶴
野
内
全
域

　
　
　
　
　
盈
6
9
1
2
0
5
5

》・
新任

木
村
平
秋
さ
ん
（
迫
野
内
）

担
当
地
区
　
迫
野
内
全
域

　
　
　
　
　
盆
6
9
1
3
0
3
1

マ
｛
ご

　
砦

案

．
毫

任新

池
田
八
千
代
さ
ん
（
八
重
原
）

担
当
地
区
　
八
重
原
全
域

　
　
　
　
　
倉
6
9
－
3
3
1
2

轟
δ

　
　
　
　
　
　
　
ぞ

黒
木
ヒ
デ
子
さ
ん
（
田
野
）

担
当
地
区
　
田
野
全
域

　
　
　
　
　
費
6
9
1
2
7
1
1

（
o

任再

奈
須
光
子
さ
ん
（
羽
坂
）

担
当
地
区
　
羽
坂
全
域

　
　
　
　
　
含
6
9
1
2
5
5
1

澱　
董

；

任新

若
杉
昌
子
さ
ん
（
仲
深
）

担
当
地
区
　
仲
深
全
域

　
　
　
　
　
倉
6
9
1
2
7
3
6

（
べ

任新

寺
原
千
里
さ
ん
（
坪
谷
）

担
当
地
区
　
石
原
・
本
村
・
赤
井
笠
・
上
野
原

　
　
　
　
　
容
6
9
1
7
5
1
6

三
浦
　
功
さ
ん
（
坪
谷
）

担
当
地
区
　
川
崎
・
二
七
ノ
木
・
市
谷
原
・

市
谷
川
崎
・
瀬
平
　
容
6
9
1
7
4
3
7

　　　

《謬き　　　　　　　　ゴ

鶏愚
．島

蘭
騨

任一

河
野
明
展
さ
ん
（
越
表
）

担
当
地
区
　
越
表
・
下
渡
川
全
域

　
　
　
　
　
含
6
9
1
7
2
7
6任新

主
任
児
童
委
員

長
渡
耕
一
一
さ
ん
（
福
瀬
）

担
当
地
区
　
町
内
全
域

　
　
　
　
　
　
君
6
9
1
2
3
1
3

一欝－㍉＼

詠
響

轟
底
▼ 　

　
任

三

新

海
野
悦
子
さ
ん
（
越
表
）

担
当
地
区
　
町
内
全
域

　
　
　
　
　
容
6
9
1
7
2
0
6

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

任再

鼠　
　
繭

任再

幽鼻

◎

任新

　　　　　　　　　⑤班聾弓ご’り

「
全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」

最
優
秀
賞
に
海
野
智
春
く
ん
（
生
頭
6
年
）

　
全
国
の
小
学
生
・
中
学
生
を
対

象
に
実
施
し
た
第
1
回
若
山
牧
水

全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り
の
、
「
全

国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受

賞
者
が
決
定
し
、
1
2
月
3
日
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
か
ら
5
、

5
5
8
首
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
伊
藤
一
彦
氏
、
馬
場
あ

き
子
易
、
高
野
公
彦
氏
の
3
氏
の

選
考
に
よ
り
、
小
学
生
の
部
、
中

学
生
の
部
と
も
に
最
優
秀
賞
3
首
、

優
秀
賞
6
首
、
入
選
9
1
首
の
合
計

2
0
0
首
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
、
海
野
智
春
く
ん

（
坪
谷
小
6
年
）
が
最
優
秀
賞
に
、

畝
原
あ
ゆ
み
さ
ん
（
東
郷
小
2
年
）

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
生
の
部
で
9
名
、
中
学
生
の

部
で
2
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
1
2
月
2
6
日
（
水
）
に
は
「
若
山
牧

水
全
国
子
ど
も
短
歌
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
全
国
こ
ど
も
短
歌
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
や
、
牧
水
カ
ル

タ
大
会
、
舞
台
芸
術
鑑
賞
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
及
び
町
内

か
ら
の
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
生
の
部
】

■
最
優
秀
賞
（
3
首
）

（
伊
藤
一
彦
選
）

海
野
智
春
（
坪
谷
小
学
校
・
年
）

成
長
と
習
字
で
書
い
た
堂
々
と

い
っ
か
な
り
た
い
こ
の
字
の
よ

う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
f講

風、

（
馬
場
あ
き
子
選
）

谷
口
貴
哉
（
西
郷
村
）

ひ
さ
し
ぶ
り
一
年
間
は
長
か
っ

た
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
初
物
の

ナ
シ（

高
野
公
彦
選
）

藤
島
幸
子
（
西
都
市
）

目
を
見
つ
め
話
し
て
み
る
と
な

ん
と
な
く
か
か
っ
た
よ
う
な
心
。

の
か
け
橋

■
優
秀
賞
（
6
首
）

（
伊
藤
一
彦
選
）

吉
田
千
早
（
串
間
市
）

す
ご
い
よ
ね
け
し
ゴ
ム
く
ん
は

え
ん
ぴ
つ
を
け
し
て
く
れ
る
よ

い
た
く
な
い
の
ね

日
下
部
裕
一
（
山
形
県
）

先
生
は
お
こ
り
ん
ぼ
う
で
し
わ

多
い
お
ま
け
に
が
ん
こ
で
も
人

気
者（

馬
場
あ
き
鬼
蓮
）

篠
原
　
彩
（
国
富
町
）

ひ
が
ん
花
天
に
向
っ
て
さ
い
て

い
る
空
に
恋
を
し
ま
つ
か
に
そ

ま
る

畝
原
あ
ゆ
み
（
東
郷
小
学
校
2
年
）

．
ホ
ッ
キ
ン
と
え
ん
．
ひ
つ
の
し
ん

お
れ
て
ゆ
く
え
ん
ひ
つ
の
心
か

な
し
く
な
っ
た

（
高
野
公
彦
選
）

黒
木
佑
貴
（
延
岡
市
）

横
に
な
り
曇
っ
た
空
を
見
て
み

れ
ば
風
に
流
さ
れ
飛
ぶ
小
鳥
た

ち亀
園
単
一
（
え
び
の
市
）

近
道
に
あ
ぜ
道
通
っ
て
し
か
ら

れ
る
ぽ
く
の
カ
エ
ル
に
会
い
た

い
た
め
に

■
入
選

河
野
美
世
紀
（
越
表
小
学
校
1
年
）

い
が
ぐ
り
が
お
ち
て
ぱ
か
っ
と

ひ
ら
く
と
ね
な
か
か
ら
く
り
が

こ
ろ
ん
と
で
る
よ

稲
田
幹
人
（
坪
谷
小
学
校
1
年
）

お
か
あ
さ
ん
お
こ
ら
れ
て
も
だ

い
す
き
だ
や
ん
ち
ゃ
い
わ
な
い

ぼ
く
に
な
ろ
う

矢
野
斎
月
（
坪
谷
小
学
校
5
年
）

見
上
げ
る
と
夕
日
を
う
し
ろ
に

赤
と
ん
ぼ
坪
谷
の
自
然
は
季
節

の
虫
か
ご

石
田
菜
美
（
寺
迫
小
学
校
6
年
）

ひ
ま
わ
り
が
ま
っ
す
ぐ
立
っ
て

ゆ
れ
て
い
る
の
び
の
び
生
き
て

う
ら
や
ま
し
い
な

橋
口
秀
和
（
一
迫
小
学
校
6
年
）

全
国
で
二
勝
し
た
こ
と
忘
れ
な

い夏
休
み
で
の
一
番
の
思
い
出

那
須
　
翔
（
東
郷
小
学
校
2
年
）

ゆ
っ
く
り
と
と
う
さ
ん
の
か
た

も
ん
だ
ん
だ
気
も
ち
よ
さ
そ
う

に
ね
む
っ
て
い
た
よ

山
口
敬
太
（
東
郷
小
学
校
4
年
）

三
れ
ん
き
ゅ
う
竹
田
に
い
っ
て

あ
そ
ん
だ
よ
う
ぶ
や
ま
牧
場
羊

が
い
た
よ

三
浦
祐
弥
（
東
郷
小
学
校
5
年
）

ぎ
ん
な
ん
が
道
に
落
ち
て
る
す

ご
い
数
ぎ
ん
な
ん
ば
く
だ
ん
気

を
付
け
て
歩
く

新
名
龍
汰
（
福
瀬
小
学
校
3
年
）

か
ら
す
う
り
真
っ
赤
な
顔
し
て

笑
っ
て
る
う
れ
し
い
こ
と
で
も

あ
っ
た
の
か
な

【
中
学
生
の
部
】

■
最
優
秀
作
品
（
3
首
）

（
馬
場
あ
き
子
選
）

森
　
顕
登
（
長
崎
県
）

ご
ん
ぎ
つ
ね
出
て
き
そ
う
な
秋
の

暮
れ
曼
珠
沙
華
咲
く
幻
想
の
道

（
高
野
公
彦
選
）

樫
浦
は
る
か
（
延
岡
市
）

鵜
戸
神
宮
岩
壁
を
打
つ
白
波
を

眺
め
て
放
つ
幸
運
の
石

（
伊
藤
一
彦
選
）

川
越
麻
里
絵
（
宮
崎
市
）

笑
お
う
と
い
つ
も
が
ん
ば
る
あ

な
た
に
は
涙
を
み
せ
る
「
強
さ
」

あ
げ
た
い

■
優
秀
作
品
（
6
首
）

（
馬
場
あ
き
子
選
）

福
永
裕
子
（
宮
崎
市
）

に
わ
か
雨
虹
が
優
し
く
光
る
か

ら
今
日
こ
そ
君
に
謝
ま
ろ
う
か

な松
田
幸
己
（
延
岡
市
）

「
団
長
」
と
呼
ば
れ
る
今
日
は
体

育
祭
「
優
勝
」
と
か
か
れ
た
旗

を
か
か
げ
て

（
高
野
公
彦
選
）

白
石
　
優
（
延
岡
市
）

梅
雨
な
の
に
雨
が
ほ
と
ん
ど
降

ら
な
く
て
太
陽
だ
け
が
仁
王
立

ち
す
る

稲
丸
裕
作
（
山
田
町
）

毎
日
が
い
つ
も
の
よ
う
に
過
ぎ

て
い
く
フ
ツ
ウ
が
い
っ
ぱ
い
僕

の
人
生

（
伊
藤
一
彦
選
）

飯
田
里
沙
（
神
奈
川
県
）

好
き
だ
か
ら
好
き
だ
か
ら
な
の

い
じ
わ
る
を
言
っ
ち
ゃ
っ
て
か

ら
後
悔
し
て
る

中
村
理
恵
（
都
城
市
）

流
れ
星
み
て
る
ふ
り
し
て
見
て

た
の
は
流
れ
星
よ
り
特
別
な
君

■
入
賞
作
品

水
野
和
也
（
坪
谷
中
学
校
1
年
）

あ
ゆ
か
け
に
友
達
と
行
っ
た
ら

七
匹
も
取
っ
て
し
ま
っ
た
最
高

新
記
録

福
田
奈
央
（
東
郷
中
学
校
3
年
）

足
元
で
一
つ
一
つ
の
花
び
ら
が

暗
や
み
に
ち
り
に
お
い
を
残
す

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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⑮農業×薯＝認定農業青
　
今
月
は
寺
迫
の
黒
木
重
行
さ
ん
に

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と
ム
フ
後

　
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
の
生
産
を
中
心

に
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営

は
、
両
親
が
昭
和
五

十
年
に
鶏
舎
四
棟
で

始
め
て
い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
ま
で
は

会
社
勤
め
を
し
て
い

て
、
退
職
後
就
農
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、

四
棟
増
賊
し
て
今
は

鶏
舎
八
棟
で
経
営
し

て
い
ま
す
。

　
就
農
当
初
は
、
経

営
技
術
は
両
親
か
ら
学
び
、
現

在
は
会
社
の
指
導
員
か
ら
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
の
規

模
は
、
父
親
が
鶏
舎
三
棟
を
借

り
て
経
営
し
て
お
り
、
家
族
全

体
で
は
十
一
棟
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
現
在
の
鶏
舎
の

設
備
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

年
間
成
績
を
安
定
さ
せ
て
、
少

し
ず
つ
で
も
経
営
改
善
す
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
の

事
で
し
た
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
黒
木
重
行
さ
ん
は
、
養
鶏
（
艀

　
　
　
　
　
　
　
化
）
関
係
の

　
　
　
　
　
　
　
会
社
に
九
年

　
　
　
　
　
　
　
間
勤
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
年

　
　
　
　
　
　
　
に
勤
め
を
辞
め
、

　
　
　
　
　
　
　
両
親
が
や
つ

　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
イ
ラ
ー
経
営

　
　
　
　
　
　
　
に
後
継
者
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
就
農
さ

　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
重
行
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
奥
さ
ん
の
カ

ナ
エ
さ
ん
（
奥
さ
ん
も
会
社
勤

め
を
重
行
さ
ん
と
同
年
に
辞
め

て
経
営
に
参
加
）
は
、
両
親
が

飼
育
さ
れ
て
い
た
鶏
舎
四
棟
か

ら
始
め
、
両
親
を
師
と
し
て
ト

リ
の
飼
育
技
術
を
教
わ
り
な
が
ら
、

そ
の
後
八
棟
（
年
間
三
二
四
千

羽
出
荷
）
へ
と
増
棟
さ
れ
ま
し
た
。

父
親
は
現
在
そ
れ
と
は
別
に
三

棟
（
年
間
一
二
六
千
羽
出
荷
）

で
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
重
行
さ

ん
夫
婦
、
父
親
と
も
ブ
ロ
イ
ラ

ー
専
業
農
家
で
す
。
始
め
た
頃
は
、

価
格
も
良
く
て
増
々
も
で
き
た

と
当
時
の
思
い
出
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
も
年
々
技

術
が
革
新
さ
れ
、
ヒ
ナ
の
品
質

や
一
棟
当
た
り
の
飼
育
羽
数
も

増
加
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
鶏
舎

の
改
善
、
設
備
の
改
良
、
特
に

換
気
の
充
実
を
図
っ
て
い
か
に

最
良
の
飼
育
環
境
を
ト
リ
に
あ

っ
た
も
の
に
し
て
い
く
か
が
経

営
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
、
ブ

ロ
イ
ラ
ー
飼
育
の
経
験
か
ら
学

ん
だ
言
葉
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
奥
さ
ん
と
の
会
話
は
常
に
ブ

ロ
イ
ラ
ー
飼
育
の
話
に
な
り
、

共
通
の
話
題
と
し
て
新
し
い
技
術
、

ア
イ
デ
ア
を
夫
婦
で
出
し
、
経

営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
技
術
は
、
会
社
等
の

指
導
員
の
巡
回
指
導
で
学
ぶ
が
、

指
導
員
の
レ
ベ
ル
で
相
違
が
あ

る
と
い
わ
れ
、
夫
婦
の
研
究
心

の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
の
ト
リ
は
要
求
率

が
低
い
わ
り
に
増
体
率
は
高
い
、

そ
の
反
面
病
気
等
に
弱
い
と
こ

ろ
が
あ
り
常
に
鶏
舎
を
巡
回
し

ト
リ
の
状
態
を
見
て
回
り
、
気

を
付
け
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ

れ
が
成
績
に
現
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

　
長
い
間
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
を

行
っ
て
い
る
と
、
病
気
等
で
成

績
が
下
が
り
悲
し
い
こ
と
も
あ
り
、

反
面
成
績
が
上
が
り
う
れ
し
い

こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
常

に
安
定
し
た
成
績
を
上
げ
た
い
。

と
い
う
の
が
二
人
の
願
い
で
あ
り
、

努
力
目
標
で
夢
で
も
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
家
族
の
中
で
も
日
常
会
話
か

ら
仕
事
の
話
に
つ
い
て
も
、
全

員
が
参
加
し
笑
い
が
絶
え
な
い

会
話
が
家
の
中
で
で
き
る
と
笑

顔
で
話
さ
れ
る
カ
ナ
エ
さ
ん
を

見
て
、
こ
の
会
話
が
あ
る
限
り

黒
木
家
の
夢
は
実
現
す
る
と
思

い
ま
し
た
。

奮
置
だ
毒

　
1
1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
　
（
非
売
を
除
く
。
）

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
　
4
4
頭

　
雌
平
均
3
7
8
，
3
0
0
円

　
去
勢
平
均
　
3
6
2
，
0
6
7
円

　
合
計
平
均
　
3
6
9
，
8
1
5
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
羽
坂
　
福
永
真
澄
　
か
つ
ふ
く
2
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
晴
・
第
2
光

　
3
1
6
日
令
3
2
5
㎏

　
　
　
　
　
9
8
9
，
1
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
二
瀬
　
塩
月
ヨ
シ
子
　
安
秀
号

　
血
統
　
安
平
・
隆
桜
・
糸
秀

　
2
8
2
日
令
3
1
2
㎏

　
　
　
　
　
5
1
3
，
4
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
　
1
1
頭

　
雌
平
均
3
6
3
，
1
5
0
円

　
去
勢
平
均
　
4
0
2
，
6
7
5
円

　
合
計
平
均
　
3
7
7
，
5
2
3
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
庭
田
　
黒
木
義
光
　
は
る
ひ
め
号

　
血
統
　
安
平
・
山
桜
・
糸
秀

　
3
2
4
日
令
　
2
9
0
㎏

　
　
　
　
　
4
5
0
，
4
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
長
崎
　
安
藤
勝
憲
　
雲
量
号

　
血
統
　
隆
桜
・
安
平
・
奥
高

　
2
4
5
日
令
　
3
0
8
㎏

　
　
　
　
　
4
3
6
，
8
0
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

さ
く
あ
館

　
　
　
　
　
「
だ
よ
り

　
　
　
　
繋
．
6
9
－
3
1
7
1

年
末
年
始
休
館
日
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　
1
2
月
2
9
日
～
1
月
4
日

1
月
の
璽
鵜
繍
事
…

」8鵜
　
⑦

ビ
デ
オ
上
映
会

12

冝
i
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
第
7
巻

第
2
5
話
「
俺
が
大
会
の
キ
ー
パ
ー
だ
」

第
2
6
話
「
ガ
ラ
ス
の
エ
ー
ス
」

26

冝
i
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
話
』
第
2
4
話

「
に
せ
本
尊
」
「
き
つ
ね
女
房
」
他

大
作
と
小
次
郎
の
猿
回
し

　
1
月
2
6
日
（
土
）
午
後
2
時
3
0
分
～

大
作
君
と
お
猿
の
小
次
郎
君
の
名

コ
ン
ビ
。
大
作
君
（
弱
冠
1
7
歳
）
の

軽
妙
な
ト
ー
ク
と
小
次
郎
君
の
芸

で
、
楽
し
い
猿
回
し
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

一
般
図
書

・
虚
竹
の
笛
　
　
水
上
勉

F

ρ　　《

　
古
代
中
国
に
生
ま
れ
、
朝
鮮
半

島
を
経
て
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
と

い
う
尺
八
。
素
朴
で
懐
か
し
い
音

色
の
小
さ
な
楽
器
に
打
ち
込
ん
だ

人
物
た
ち
の
事
績
を
追
い
な
が
ら
、

日
中
交
流
の
歴
史
を
自
在
に
描
き

出
す
歴
史
小
説
。

・
根
を
も
つ
こ
と
、
翼
を
も
つ
こ
と

　
　
田
ロ
ラ
ン
デ
ィ

　
根
が
あ
る
か
ら
戻
っ
て
こ
れ
る
。

翼
が
あ
る
か
ら
自
由
だ
一
。
困
難

な
時
代
に
お
い
て
も
、
未
来
を
お

そ
れ
ず
に
生
き
る
人
に
捧
げ
る
、

ピ
ュ
ア
な
言
葉
の
花
束
。
第
1
回
婦

人
公
論
文
学
賞
受
賞
後
天
の
エ
ッ

セ
イ
集
。

・
沈
黙
者
　
折
原
一

　
「
ま
え
は
い
っ
た
い
別
な
ん
だ
」

警
察
で
も
裁
判
所
で
も
、
そ
し
て

刑
務
所
で
も
、
自
分
の
身
元
を
一

切
明
か
さ
ぬ
謎
の
男
。
そ
し
て
2

家
族
6
名
を
一
夜
に
し
て
殺
害
し

た
凶
悪
殺
人
事
件
の
真
犯
人
は
？

巧
緻
を
極
め
る
ミ
ス
テ
リ
ー
。

そ
の
他

　
・
あ
く
が
れ
ゆ
く
牧
水

臣
　
　
－
青
春
と
故
郷
の
歌
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
一
彦

　
・
新
　
お
く
の
ほ
そ
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
俵
　
万
智

　
・
死
神
の
町

　
　
i
刺
客
請
負
人
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
村
誠
一

　
・
鬼
子
　
　
　
　
　
新
堂
冬
樹

　
・
月
の
桂
　
　
　
　
中
沢
け
い

　
・
夢
み
る
ピ
ー
タ
ー
の
七
つ
の
冒
険

　
　
　
　
　
イ
ワ
ン
・
マ
キ
ュ
ー
ア
ン

　
・
ド
リ
ー
ム
バ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

　
・
人
が
見
た
ら
蛙
に
化
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
喜
代
子

　
・
天
保
世
な
お
し
廻
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
義
夫

　
・
言
い
難
き
嘆
き
も
て

　
　
　
　
　
　
　
　
大
江
健
三
郎

　
・
小
さ
い
と
き
か
ら
考
え
て
き

　
た
こ
と
　
　
　
　
　
黒
柳
徹
子

　
・
上
り
坂
下
り
坂
　
　
青
木
　
玉

さ
く
ら
館
ベ
ス
ト
テ
ン

　
（
7
月
～
1
2
月
6
日
目

①
チ
ー
ズ
は
ど
こ
へ
消
え
た
？

　
　
　
　
ス
ペ
ン
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

②
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
す
る
方
法
C
＆
R
研
究
所

③
中
国
語
の
新
し
い
勉
強
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
王
　
少
鋒

③
あ
な
た
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
大
平
光
代

③
「
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」

　
だ
っ
た
私
　
　
梅
宮
ア
ン
ナ

③
模
倣
犯
上
　
宮
部
み
ゆ
き

③
模
倣
犯
下
　
宮
部
み
ゆ
き

③
金
持
ち
父
さ
ん
貧
乏
父
さ
ん

　
　
　
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ヨ
サ
キ

③
愛
の
領
分
　
　
　
藤
田
宜
永

③
イ
ン
コ
は
戻
っ
て
き
た
か

　
　
　
　
　
　
　
篠
田
節
子

児
童
図
書

・
森
の
ね
ず
み
の
雪
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
野
薫
子

　
吹
雪
の
夜
、
山
荘
で
は
女
の
子

の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
、
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
た

ち
の
た
め
に
箱
ぞ
り
作
り
。
雪
と

氷
の
世
界
の
幻
想
的
な
美
し
さ
を

背
景
に
、
楽
し
い
雪
遊
び
が
た
く

さ
ん
出
て
く
る
森
の
ネ
ズ
ミ
の
お
話
。

・
ぼ
く
、
マ
マ
の
お
な
か
に
い
た
の
・
：

　
　
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ペ
デ
リ
ア
ー
リ

　
「
こ
の
世
界
で
は
ひ
ど
い
目
に
あ

っ
て
い
る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い

る
か
ら
」
と
い
っ
て
生
ま
れ
た
が
ら

な
い
弟
を
、
な
ん
と
か
説
得
し
よ

う
と
、
9
歳
の
少
女
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

カ
が
大
活
躍
！
お
か
し
な
お
か
し

な
イ
タ
リ
ア
児
童
文
学
の
問
題
作
。

そ
の
他

・
ふ
し
ぎ
ふ
し
ぎ
2
0
0

　
　
　
　
　
　
ふ
し
ぎ
新
聞
社

・
雪
の
に
お
い
　
　
　
高
橋
潤
子

・
し
ぜ
ん
あ
そ
び
（
ア
ン
パ
ン

　
マ
ン
と
あ
そ
ぼ
う
）

や
な
せ
た
か
し

絵
本

・
お
お
き
な
ラ
ッ
パ
と
ち
い
さ
な

　
オ
リ
ー

　
　
オ
ー
リ
リ
ア
ス
・
バ
タ
ダ
リ
ア

　
少
年
オ
リ
ー
が
練
習
し
て
い
る

の
は
大
き
な
ラ
ッ
パ
の
バ
ス
ホ
ル
ン
。

で
も
音
が
大
き
す
ぎ
て
町
中
が
大

迷
惑
。
練
習
場
所
を
探
し
て
、
海

に
出
た
オ
リ
ー
に
思
い
も
か
け
な

い
大
活
躍
が
待
っ
て
い
た
・
：
。
長

く
愛
さ
れ
て
き
た
古
典
絵
本
。

児
童
・
絵
本
ベ
ス
ト
テ
ン

①
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
秘
密
の
部
屋

　
　
　
　
　
　
J
．
K
．
ロ
ー
リ
ン
グ

②
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石

　
　
　
　
　
　
J
．
K
．
ロ
ー
リ
ン
グ

③
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
ア
ズ
カ
バ

　
ン
の
囚
人
　
J
．
K
．
ロ
ー
リ
ン
グ

③
お
つ
か
い
ど
き
ど
き

　
　
　
　
　
　
き
む
ら
ゆ
う
い
ち

⑧
お
ば
け
や
し
き

　
　
　
　
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ン
コ
フ
ス

⑥
メ
イ
シ
ー
ち
ゃ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
ル
ー
シ
ー
・
カ
ズ
ン
ズ

⑥
恐
竜
　
　
　
き
た
む
ら
ま
さ
お

⑧
モ
モ
　
　
ミ
ヒ
ヤ
エ
ル
・
エ
ン
デ

⑧
プ
ー
さ
ん
た
ち
の
む
し
と
り

⑧
ゆ
う
れ
い
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
ン
リ
ー

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
、

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで



ρ

　　　　コ塑8こハり⑧

鰯儲
旧藩り

やすらぎ館
容69－3367

「
女
性
団
体
子
育
て

支
援
事
業
」
の
紹
介

　
こ
の
事
業
は
、
子
育
て
中
の
方
々

を
対
象
に
、
子
育
て
相
談
や
交
流

事
業
等
に
よ
り
支
え
て
い
こ
う
と

い
う
県
の
委
託
事
業
で
、
本
町
で

は
今
年
度
か
ら
地
域
婦
人
連
絡
協

議
会
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
事
業
の
取
り
組
み
を
、

迫
野
内
の
濱
地
澄
子
さ
ん
に
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会

　
　
副
会
長
傘
地
澄
子

　
私
達
は
、
今
年
度
か
ら
「
子
育

て
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
始
め
る
ま
で
は
、
地
域
の
皆

様
の
「
子
育
て
」
を
ど
ん
な
ふ
う
に

お
手
伝
い
し
た
ら
よ
い
の
か
、
少
々

不
安
で
し
た
が
、
ま
ず
は
小
さ
な

事
か
ら
始
め
よ
う
と
、
や
す
ら
ぎ

館
で
行
な
わ
れ
る
9
月
の
3
歳
児

健
診
の
日
か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
来
ら
れ
た
お
母
さ
ん
方
に
ゆ
っ

く
り
健
診
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う

健
診
会
場
に
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な

ど
を
準
備
し
、
お
子
さ
ん
を
預
か

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
や
っ
て
み
る
と
子
ど
も

達
が
お
母
さ
ん
か
ら
離
れ
な
か
っ

た
り
、
眠
く
な
っ
て
は
泣
い
た
り
と
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
時
間
と
と

も
に
子
ど
も
達
も
私
達
も
だ
ん
だ

ん
慣
れ
、
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
0
月
、
1
1
月

と
回
を
重
ね
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
お

絵
か
き
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り

や
産
業
文
化
祭
の
中
で
も
「
子
育

て
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。

特
に
、
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
で
は
、

預
け
ら
れ
た
お
母
さ
ん
方
か
ら
安

心
し
て
参
加
で
き
た
と
大
好
評
で

し
た
。

　
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
地
域
の

方
々
、
特
に
若
い
お
母
さ
ん
方
か

ら
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
お
互
い
に

理
解
し
合
え
る
場
が
で
き
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
お
母
さ
ん
方
と
助
け
合
い
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
を
見
守

っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
メ
＝
ユ
ー
「
三
物
繊
維
」

　
今
月
は
、
坪
谷
保
育
園
家
庭
教
育
学
級
の
料
理
教
室
で
好
評
で

し
た
『
さ
つ
ま
芋
を
使
っ
た
料
理
』
を
紹
介
し
ま
す
。

食
物
繊
維
は
、
血
糖
値
や
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
調
整
役
と

し
て
太
り
す
ぎ
や
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病

予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
意
識
し
て
、
食
物
繊
維
を
滑
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

さ
つ
ま
芋
入
り
中
華
風
ス
ー
プ
（
4
人
分
）

【
材
料
】

さ
つ
ま
芋
：
・
1
5
0
9

耕
藩
．
．
．
一
　
お
㎎

白
菜
－
－
…
：
・
2
枚

ベ
ー
コ
ン
・
　
・
4
0
9

に
ん
じ
ん
：
・
…
4
0
9

【
作
り
方
】

生
し
い
た
け
・
…
・
・
2
枚

ね
ぎ
・
　
　
：
・
2
0
9

コ
ン
ソ
メ
…
　
　
2
個

濃
口
醤
油
：
…
・
…
少
々

水
…
・
…
　
　
4
カ
ッ
プ

’

9

’、

u
’

、
　
・

、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
ノ

コ
じ
芋
は
皮
を
む
き
、
乱
切
り
に
し
て
蒸
し
器
で
蒸
す
。

②
芋
を
つ
ぶ
し
、
片
栗
粉
、
水
を
加
え
よ
く
こ
ね
る
。

⑥
②
を
小
さ
く
丸
め
る
。

④
白
菜
、
ベ
ー
コ
ン
、
に
ん
じ
ん
、
生
し
い
た
け
は
せ
ん
切
り
に
し
、

ね
ぎ
は
小
口
切
り
に
す
る
。

⑤
鍋
に
水
4
カ
ッ
プ
を
入
れ
、
沸
騰
し
た
ら
コ
ン
ソ
メ
を
加
え
よ
く

月の行事予定表1

溶
か
す
。
に
ん
じ
ん
、
し
い
た
け
を
加
え
、
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
ベ

ー
コ
ン
、
白
菜
を
加
え
る
。
煮
立
っ
た
ら
、
⑨
の
団
子
を
入
れ
、
沸
騰

し
て
2
～
3
分
煮
込
み
、
最
後
に
醤
油
を
加
え
香
り
を
つ
け
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
1
4
6
k
d
　
た
ん
ぱ
く
質
2
・
6
9
　
脂
質
4
・
1
9

カ
ル
シ
ウ
ム
4
5
m
9
　
鉄
0
・
7
m
9
　
塩
分
1
・
4
9

さ
つ
ま
芋
ド
ー
ナ
ツ
（
4
人
分
）

【
材
料
】

小
麦
粉
・
　
　
…
…
：
：
：
1
8
0
9

ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
：
…
．
大
さ
じ
1
　
　
　
牛
乳
…
…
大
さ
じ
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵
…
…
…
1
個

塩
：
…
…
…
…
…
：
　
　
　
小
さ
じ
一
＼
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
糖
…
…
5
0
9

マ
ー
ガ
リ
ン
：
…
：
…
：
…
…
大
さ
じ
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揚
げ
油
：
・
適
量

マ
ッ
シ
ュ
し
た
さ
つ
ま
芋
　
2
0
0
9

【
作
り
方
】

①
小
麦
粉
、
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
、
塩
は
ふ
る
う
か
わ
り
に
ポ
リ
袋

に
入
れ
て
、
袋
を
軽
く
膨
ら
ま
せ
振
り
混
ぜ
る
。

2
マ
ー
ガ
リ
ン
、
マ
ッ
シ
ュ
し
た
さ
つ
ま
芋
、
牛
乳
、
卵
、
砂
糖
を
ボ
ー

ル
に
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
T
＞
を
加
え
混
ぜ
る
。

③
ま
な
板
に
小
麦
粉
少
々
を
振
り
②
を
置
い
て
伸
ば
し
型
な
ど
で
抜

く
。◎

中
蒔
の
揚
げ
油
で
狐
色
に
揚
げ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
4
2
6
k
d
　
た
ん
ぱ
く
質
6
・
3
9
　
脂
質
1
5
・
2
9

カ
ル
シ
ウ
ム
6
0
㎎
　
鉄
0
・
9
㎎
　
塩
分
0
・
3
9

地区巡回健康相談

期　日：　　会　　　場　　　1 受付時間

福　瀬　下　村　公　民　館 9：30～10：00

1月10日（木）

鳥　　川　　公　　民　　館 13：30～14：00

一　谷　川　崎　集　会　所 9：30～10：00

1月1田（金）

坪　谷　公　民　館1 11：00～11：30

　　　　　　　i｣　平　組　合　長　宅19：30～10：00

1月1旧（木）
多武ノ木組合長享111：00～11：30　　　　　　　1

、小野田地区多目的集会施設 9：30～10：00

1月23日（水）i

汰　谷　集　会　所 13：00～13：30

仲　　深　　公　　民　　館 9：00～　9：30

1月25日（金）

野々三二会所 10：30～11：00

赤井笠営農研修センター 13：30～14：00

1月30日（水） や　す　ら　ぎ　館
9
：
0
0
～
9
：
3
0
1

赤ちゃん健康相談
1月15日（火）や す　ら　ぎ　館 9：30～10：00

健康「食と運動」講座

1月22日（火）や　　す　　ら　　ぎ　　館 9：00～9：30

★町報に関するご意見・ご感想をお聞力・せくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

1
歳
熔
．

ぢ
0
．
・
ま
し
由
に

　
　
　
　
ゆ
う
　
な

黒
木
優
奈
ち
ゃ
ん
（
女
）

　
　
　
　
　
（
函
迫
　
山
ノ
ロ
）

父
：
聖
さ
ん
　
母
：
加
代
子
さ
ん

へるすボランティア
　　養成講座受講生募集
　心や体に障害を持った人々が、住み慣れ

た町で安心して生活できるためにボランテ

ィア活動を通して考えてみませんか。

受講される方は、平成14年1月14日（金）ま

でに日向保健所まで申し込んでください。

日時：平成14年1月7日（月）、16日（水）、

　　　　24日（木）、29日（火）の4日間

　　　　午前9時30分から12時まで

内　容：精神保健福祉に関する講義

　　　　及び体験学習等

場所：日向保健所

受講料：無料

申し込み先：日向保健所　保健指導係

　〒883－0041日向市北町2丁目16番地

　　容52－5101・FAX52－5104

『健康ウォーク』に参加しませんか

日　時：平成14年1月20日（日）9時から

場所：坪谷『牧水公園』周辺

開催内容：ウォーキング約4キロ・実技

　　　　　指導等

参加費：無料

　　　　参加者全員に万歩計プレゼント

ちびちびCLUBのご案内”

　　　（育児サークル）

至児中のお母さん、ちびちびCLUBをお

蒼にご利用下さいね。

月2回　第1，3火曜日実施中。）

母
下
L
内

お
用
図
案
1
や
育

の
利
　
ご
．
．
．

中
ご
　
　
　
回
の

　
　
　
　
　
　
時
所
三

児
に
2
回

去
．
灘
轍
日
場
対

月22日（火）、10：00～12：00

・すらぎ館　2階

r児中の親子

　　　⑨膨ど弓こつ

　
　
　
　
い
つ
　
こ

高
尾
樹
子
ち
ゃ
ん
（
女
）

　
　
　
　
　
（
寺
迫
　
落
鹿
）

父
：
正
樹
さ
ん
母
：
純
子
さ
ん

《
．
》

馬

　
　
　
　
　
　
り
ょ
う

河
原
　
陵
く
ん
（
男
）

　
　
　
　
　
（
寺
迫
　
吉
牟
田
）

父
：
宏
樹
さ
ん
　
母
：
由
香
理
さ
ん

織ψ

｛
一
な

準

婚

　　　東郷町国民健康保険からのお知らせ
　　　　　　“一人当り医療費”東郷町は第2位

　宮崎県内の国民健康保険加入者を対象にした各保険者（市町村）ごと

の一人当り医療費の額と順位を一般被保険者、退職被保険者、老人保健、

合計に分け毎月このコーナーでお知らせすることにいたしました。

　第1回目は平成13年4月から平成13年8月診療分までの統計です。

（単位：円）一人あたり医療費（平成13年4月～平成13年8月）

一般被保険者 退職被保険者 法人保健 合　　計

1医療費 順位 医療費
Il貢位

医療費 順位 医療費 順位

鱒再延岡市
隠1：181［　88，244

33

P1

Q0

140，455

P54，912

P33，163

24

P1

Q7

332，464

R27，146

Q93299

楼
151，719

P72，817

P56β78

25

W
2
1

日南市 106，044 3 155，766 10 298，406

l18
179，685 6

小林市 92，277 16 152，442 13

　　1Q95，105 ‘20 154，799 24

日向市 83，678 30 123，730 37 304，678 14 143，928 32

串間市 101，132 128，747 33 293，756 21 164982 14

西都市 78，980

7
」
3
5
1 154238 12 292，715 23 143つ84 33

lo」
1β． 一エ

清武町 65，374 441
152，172 14 308，935 12 124，706 44

田野町 86，051 27 178，624 3 319，136 10 148，691 26

佐土原町 79，409 34 147，318 19 288，248 29 140，264 35

冒　　■　　一　　■　　　一　　一　　一　　邑　　一　　一　　一　　一　　■　　一

北郷町 92，064 万 @163，390
一7一

@290，449 Q5 P67，768 1ぎ

南郷町 102，559 6 144，196 22 290，634 24 169，589 10

一　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　　　T　　一　　一　　冒　　一

三股町 99，242 9 146，153 20 279，464 32 157，875 19

山之口町 87，727 21 133，192 26 300，634 16 160，523 16

高城町 97，065 12 151，674 15 314，972 11 168，720 12

山田町 86，776 25 156，183 9 251263 42 147，606 28

高崎町 85，670 28 176，466 4 290，065 26 155，127 22

一

高原町 90β76 19 129，041
ぎ二一 295217 19

一一一一一一’一一一一一一一 ﾑ一一一一
P58，259 18

野尻町 87，479 23 167，190 6 323716 7 159，544 17

須木村 90，860 18 128，037 35 382902 1 187，079 11
一　　一　　一　　　一　　幽　　一　　一　　一　　冒　　一　　冒　　－　　一　　一

高岡町 82，596 31 170，066
一石一

299，763 17 154802 23

国富町 77，130 36 140，856 23 289，378 28 137，216 36

綾　　町 74，881 38 180，223 2 307，726 13 145，830 30

一　　幽　　一　　山　　一　　一　　一　　－　　一　　一　　　一　　一　　一　　一

高鍋町 74，653 39 130，331 31 287，211 31 141，704 34

新富町 84，630 29 128，187 34 276，310 35 133，362 38

西米良村 86，901 24 131，385 30 332，406 5 185」17 3

木城町 69，692 42 120332 38 254，102 40 127，569 42

川南町 65，386 43 159，149 8 301，350 15 128，550 41

都農町 72821 40 147，878 18 322，781 8 144，616 31

←一一＿一一一一し＿＿一一一一

門川町 75，569 37
幽　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

@132，137 29 @263，710 R9 131，924 39

東郷町 101，050 8 111，630 40 351，062 2 186，432 2

南郷村 105，626 4 124264 36 278，764 33 163，551 15

西郷村 115，401 1 240，520 1 274048 37 181，368 4

北郷村 110，811 2 96，281 43 287，473 30 180，613 5

北方町 93，353 14 l12，871 39 252，066 41 146，129 29

北川町 82，027 32 108，706 41 232，452 43 136，808 37

北浦町 72，416 41 139，507 25 278，347 34 125，751 43

諸塚村 92，739 15 68，318 44 349，184 3 168，760 11

椎葉村　1一一一一一一一一一一一一一一一一．L一一一一一．一L一一一一一．

87481 22 148，081 17 225，782 44
一一⊥3膿一一匝

高千穂町 94988 13： 145，493 211 269，807 38 156，597 120

日之影町 103，181 5． 101，277 421 289，930 27 17LO28 9「 1

五ケ瀬町 86，309 26 132，280 281 274，724 36 148，500 27

市町村計 86，133 142，875 305，706 154，550

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係（⑲3900まで〉
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　　　　　　　コ鵜ど弓ご’り⑬

（XX 髏ﾞ＠7伽CムXX）

東
郷
・
南
郷
の
振
興
を

　
　
　
　
第
4
回
東
郷
・
南
郷
両
町
村
議
会
議
員
総

、
・
ン
会
が
、
H
月
2
6
日
（
月
）
町
中
央
公
民
館
で

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
こ
の
協
議
会
は
、
東
郷
・
南
郷
間
に
共
通

　
　
　
す
る
諸
々
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
毎
年

　
　
　
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
協
議
会
で
は
、
県
道
東
郷
西
都
線
改
良
整

　
　
　
備
促
進
や
、
国
道
4
4
6
号
上
田
口
原
バ
イ

　
　
　
パ
ス
の
早
期
完
成
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行

　
　
　
い
、
県
へ
の
陳
情
を
行
う
こ
と
な
ど
を
確
認

　
　
　
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
現
地
調
査

　
　
　
を
行
い
ま
し
た
。

長
年
の
貢
献
に
感
謝

@
、
，

　
H
月
1
9
日
（
月
）
、
「
第
4
回
と
わ
に
た
っ
し

ゃ
で
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
会
」
が
や
す
ら
ぎ
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伴
侶
を
亡
く
し
な
が
ら
も
、
長
年

に
わ
た
り
家
庭
や
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
こ
ら
れ

た
方
々
を
へ
の
感
謝
と
激
励
の
意
味
か
ら
、
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
で
す
。

　
会
で
は
、
小
林
町
長
が
「
戦
後
の
激
動
の
時

代
を
生
き
抜
い
て
き
た
ご
苦
労
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。

　
4
4
名
の
出
席
者
は
、
祝
宴
や
民
謡
・
舞
踊
な

ど
の
出
し
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　o’、二　　　　　　　　　　　　　　　　こ戸こ　　　　　　　　　　　　　　　し、o　　　　　　　　　　　　　＝・3r⊃　　　　　　　　　　　＝∴ゴ　　　　　　　　　　し．2　　　　　　　　　＝．へ。　　　　　　　　o＼．c　　　　　　o∵；　　　　　（ンへ；　　　o∀つ　　　つ
　　〆艇、　・oコ』二
こフ㌔o＼漁翫（）〉り成へρ硫。＞琉9＞もくづ。▽セ㌔OVモ〈o（㌧Ooへ・oひ並こ辱。．・記

少
年
剣
道
大
会

，
　
‘
〔
、
’
「
’
押
〉
＝
、

ワ
　
許

｝
　
し
｝

　
1
2
月
9
日
（
日
）
、
日
向
市
・
東
臼
杵
郡
内
の
剣

士
約
2
0
0
名
が
参
加
し
、
町
中
央
公
民
館
に
お

い
て
少
年
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
学
校
1
年
生
の
部

　
優
勝
　
長
池
源
大
（
冠
月
館
）

○
小
学
校
2
年
生
の
部

　
2
位
　
三
浦
俊
希
（
冠
月
館
）

　
3
位
　
海
野
千
佳
（
冠
月
館
）

0
小
学
校
5
年
生
の
部

　
3
位
　
寺
田
拓
末
（
牧
心
門
）

　
　
　
海
野
健
太
郎
（
冠
月
館
）

○
小
学
校
6
年
生
の
部

　
2
位
　
海
野
智
春
（
牧
心
門
）

小
学
校
団
体
の
部

　
2
位
　
牧
　
心
　
館
（
坪
　
谷
）

○
中
学
校
男
子
の
部

　
3
位
　
和
田
一
馬
（
牧
心
置
）

○
中
学
校
女
子
の
部

　
優
勝
海
野
真
弥
（
開
心
館
）

多
彩
な
催
し
物
を
披
露

　
1
2
月
9
日
（
日
）
、
町
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
山
本
秀
子
教
室
に
よ
る
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
に
は
、
町
内
外
か
ら
6
0
組
を
こ

え
る
出
演
者
が
あ
り
、
歌
や
踊
り
な
ど
多
彩

な
催
し
物
を
次
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
入

場
料
の
一
部
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　　　⑰鵜8こ”，

坪
谷
鯉
藍
蝋
講
会
　

蒸
粥
）

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

食
す
す
む
夫
の
笑
顔
を
た
の
し
み
に

煮
染
め
の
味
を
吾
が
確
か
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

五
時
す
ぎ
て
草
刈
や
め
し
手
袋
の

今
日
は
破
れ
て
血
の
に
じ
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

秋
ふ
か
ま
る
風
冷
た
し
と
思
ひ
つ
つ

今
日
は
冬
物
の
下
着
に
替
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

防
除
網
を
恐
れ
ぬ
猪
の
足
跡
に

小
さ
き
も
あ
り
家
族
な
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

小
春
日
日
差
し
や
は
ら
か
き
道
ゆ
け
ば

残
る
鶏
頭
の
紅
の
色
濃
し

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

報
復
は
報
復
を
呼
ぶ
炭
素
菌

次
な
る
テ
ロ
は
天
然
痘
か

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

退
院
後
二
十
日
を
過
ぎ
し
明
け
暮
れ
を

夫
の
炊
ぎ
に
日
々
の
過
ぎ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

身
に
あ
ま
る
賞
戴
き
し
喜
び
に

涙
あ
ふ
れ
つ
つ
ス
テ
ー
ジ
降
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

空
高
く
澄
み
た
る
空
に
雲
流
れ

蜘
蛛
の
巣
ゆ
ら
す
風
の
秋
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

命
か
け
て
戦
場
を
逃
げ
ま
ど
ひ
み
る
民
ら

罪
な
き
事
を
夜
更
け
て
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

亡
き
母
の
乳
房
ま
さ
ぐ
る
夢
に
覚
め

七
十
五
歳
の
吾
は
涙
す

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

夕
暮
れ
の
流
れ
に
一
人
糸
た
る
る

童
に
幼
き
日
の
よ
み
が
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

全
国
の
「
歩
道
」
の
歌
友
垣
ひ
来
し

主
宰
米
寿
の
大
会
た
の
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

家
裏
の
林
に
切
り
し
榊
の
葉

み
ず
み
ず
し
今
日
は
義
母
の
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

一一晒脇柵珊贈一鐸一騨戯鰍鰍鰍脚鰍
詫

　　1・

　≡■

匿

●
1
　
　
　
　
　
●

●
●
　
●
　
　
●

●
●

「
1
1
0
番
目
を
正
し
く
利
用

し
ま
し
ょ
う

　
1
月
1
0
日
は
「
1
1
0
番
」
の
日

一、

緕
閧
ﾉ
使
お
う
「
1
1
0
番
」

　
「
1
1
0
」
番
は
、
事
件
や
事
故

等
の
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
い
た
ず
ら
電
話
や

間
違
い
電
話
あ
る
い
は
不
要
不
急

の
電
話
等
「
1
1
0
番
」
に
な
じ
ま

な
い
通
報
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、

昨
年
1
年
間
で
4
3
、
2
0
3
件
も

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
実
際
に
事
件
事
故

が
発
生
し
た
場
合
の
「
1
1
0
番
」

利
用
に
大
変
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す
。

　
一
一
、
「
1
1
0
番
」
は
警
察
本
部
へ

　
　
の
直
通
電
話

　
　
犯
罪
は
年
々
広
域
化
、
ス
ピ
ン

　
ド
化
し
て
お
り
、
1
分
1
秒
で
も

　
早
く
警
察
が
知
り
、
総
力
を
挙
げ

　
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

　
事
件
・
事
故
が
増
加
し
て
き
て
い

　
ま
す
。

　
　
敬
言
察
の
「
1
1
0
番
」
は
、
全
て

　
警
察
本
部
（
宮
崎
市
）
の
通
信
指
令

　
室
へ
の
直
通
電
話
と
な
っ
て
お
り
、

　
事
件
・
事
故
を
取
り
扱
う
警
察
署

噌
は
、
同
時
に
聞
く
こ
と
の
で
き
る
モ

ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
警
察
本
部
、
警
察

署
は
、
「
1
1
0
番
」
の
内
容
を
同

時
に
聞
い
て
お
り
、
そ
の
間
に
無

線
で
パ
ト
カ
ー
等
に
指
令
し
、
警

察
官
が
現
場
に
急
行
し
て
、
事
件
・

事
故
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

三
、
た
め
ら
わ
ず
、
す
ば
や
く
あ

　
な
た
の
「
1
1
0
番
」

　
あ
な
た
の
素
早
い
「
1
1
0
番
」

が
事
件
事
故
の
早
期
解
決
の
決
め

手
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
1
1
0
番
」
を
か
け
る
と
き
は
、

あ
わ
て
ず
に
、
落
ち
着
い
て
、
正
確

に
。
ま
た
、
迅
速
な
対
応
に
は
正

確
な
情
報
が
必
要
で
す
。

1
、
何
が
あ
っ
た
の
か
（
事
件
・

事
故
）

2
、
い
つ
（
今
か
、
何
分
前
か
）

3
、
ど
こ
で
（
場
所
、
目
標
物
）

　
後
は
、
係
員
が
お
尋
ね
し
ま

す
の
で
、
落
ち
着
い
て
正
確
に

話
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
携
帯
電
話
に
よ
る
「
1
1
0
番
」

　
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
か
け
ま
し

　
よ
う
。

　　　1ｨ損事故！5（82）

　　　1l身事故 3（28）

死　　者 0（0）

交
通
事
故
発
生
状
翼
骨
虫

重傷者 0（2）

軽傷者3（42）　　　1

（）内は年間累計

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



’

　　　　　　　ロ鵜ど弓ご’り⑫

牧水ロードレース大会
　　参加者募集

　第22回牧水ロードレース大会を、2月17日（日）牧

水公園周辺で開催します。

　下記の要項に基づき参加者を募集していますので、

奮ってご参加ください。

東郷町消防出初め式
時：平成14年1月5目（土）

前：7時50分中央整列

所：東郷町総合グラウンド

　　※雨天決行

日
午
場

2km

2km

5km

5km

3kn／

5k111

5km

タイム走（親子の部・個人の部）

生3・4・5・6年生の部（男・女）

生男子の部

生女子の部

・一ﾊ女子の部

・一ﾊ女子の部

・一ﾊ男子の部

長
学
学
学
校
校
校

長
小
中
中
高
高
高

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　当日は、各部の消防団が通常点検を受け、日頃の

訓練の成果を披露するとともに、役場下河川敷で一

斉放水を行います。

　また、点検の休憩時間には山陰保育園の園児によ

る幼年消防隊の太鼓も披露され、式典に花を添える

ことになっています。

　みなさん、消防団員の雄志をぜひ見に来てください。

◇高校・一般男子の部　　　　　　　　　　10kn1

牧水ロードレース大会の申込書は、教育委員会にお

いてありますので、直接窓口に取りに来られるか、

電話でご請求いただけば申込書を郵送します。

　詳しくは、教育委員会（容69－3909）まで

お問い合わせください。

セ
薯
3

▲昨年の消防出初め式

宮崎県最低賃金（地域別）及び
　　産業別最低賃金が改正されました

　県内事業所で働く全ての労働者に適用される宮崎県

最低賃金と、特定産業で働く労働者に適用される産業
別最低賃金が次のとおり改正されました。

業種臨麟編額； 効力発生日

宮犠騨傘・79孕…円 39

円：

平成13年10月1日

産購諜…8629 35 平成13年12月25日

業1電気機械器　　　　　　　5，226　654．

ﾊ填製造業
47 平成13年12月30日

最
低
賃
鯨脚商曼：・・l11639 44 平成13年12月29日

金 自動車（新車）　　　　　　5．337　668小　売　業

43 平成13年12月21日

1、最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどを含

　めた全ての労働者に適用されます。

2、最低賃金の対象となる賃金には賞与などの臨時の

　賃金、時間外労働などの割増賃金、精皆勤手当、通
　勤手当及び家族手当等は含まれません。

◎問い合わせ先

　宮崎労働局賃金室容0985－38－8825
　延岡労働基準監督署　麿0982－34－3331

最低賃金テレホンサービス　0985－23－4811

放送大学（教養学部）
平成14年度第1学期学生募集

　放送大学はテレビとラジオで授業を行う、正規の
通信制大学です。

【放送大学の種類】

◆全科履修生…4年以上在学し、「学士（教養）」の

　学位の取得をめざす方

◆選科履修生…1年間在学し、希望する科目を履修

　する方

◆科目履修生…1学期間（6か月）在学し、希望す

　る科目を履修する方

◇目的や興味に応じて1科目でも学べます。入学試
　験はありません。

◇短大・専門学校からの編入学もできます。

◇厚生労働大臣指定教育訓練給付金制度対象講座も
　利用できます。

◇授業はCSデジタル放送（スカイパーフェクトT
　V）で視聴できます。

◇学習センター（日向市）でも、授業のテープの視
　聴や貸出を行っています。

【出願期限】　平成14年2月15日（金）

【資料請求・お問い合わせ】

　　　　　　放送大学宮崎学習センター
　　　　　　〒883－8510　日向市本町11－11

　　　　　　　　　　　容53－1893

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　じ②蠣空弓ご’り

東
郷
病
院
医
師
の
紹
介

成

人

式

、

　
東
郷
町
立
病
院
の
谷
川
誠
院
長

が
1
2
月
末
で
退
任
さ
れ
、
後
任
に

宮
崎
市
の
市
民
の
森
病
院
の
外
科

部
長
で
あ
り
ま
し
た
崎
濱
正
人
医

師
が
定
着
医
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時
1
月
4
日
（
金
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所
さ
く
ら
館

▽
対
象
者
　
昭
和
5
6
年
4
月
2

日
～
5
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で

住
民
登
録
の
者
及
び
町
内
中
学

校
卒
業
者
（
美
々
津
中
学
校
含
む
）

小
・
中
学
校
新
春
書
初
展

▽
日
時
　
－
月
1
2
日
（
土
）
～
2
7
日
（
日
）

▽
場
所
　
さ
く
ら
館

虚
礼
廃
止
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

政
治
家
が
選
挙
区
内
で
行
う

議
3

　
　
毒
．
｛
ミ

「
町
報
と
う
こ
う
」
を

町
外
へ
お
届
け
し
ま
す

幼
稚
園
児
募
集

次
の
行
為
等
は
公
職
選
挙
法
1

4
7
条
の
2
の
規
定
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
．

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
一

ま
ず
。

○
各
種
行
事
へ
の
金
品
の
寄
付

O
お
歳
暮
や
お
中
元
・
花
輪
・

　
祝
儀
等
（
親
族
を
除
く
）

○
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
（
自
．

　
筆
の
答
礼
を
除
く
）

一
〇
有
料
あ
い
さ
つ
広
告
等

　
　
　
東
郷
町
議
会
議
員
一
同

　
初
め
ま
し
て
、
1
2
月
1
日
か
ら

東
郷
町
立
病
院
に
定
着
医
と
し
て

赴
任
し
た
崎
濱
正
人
と
い
い
ま
す
。

　
出
身
は
日
向
市
高
松
で
寺
迫
小

学
校
の
卒
業
で
す
。

　
町
立
病
院
に
は
以
前
外
科
医
と

し
て
勤
務
経
験
も
あ
り
、
故
郷
の

病
院
に
帰
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
方
も
外
来
受
診
の

際
に
は
気
楽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

　
親
し
み
の
あ
る
病
院
づ
く
り
と
、

町
民
の
皆
様
の
健
康
維
持
増
進
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
東
郷
幼
稚
園
・
寺
門
幼
稚
園
の

園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
入
園
資
格
　
町
内
に
居
住
す
る

　
満
3
歳
～
5
歳
の
幼
児

○
申
し
込
み
　
入
園
申
込
書
に
必

　
要
事
項
を
記
入
の
上
、
入
園
希

　
望
の
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

○
受
付
期
間

　
　
　
1
月
1
5
日
～
1
月
3
1
日

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
教
育
係

（
費
6
9
1
3
9
0
9
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
発
行
し
て
い
る
「
町
報

と
う
こ
う
」
を
、
町
外
に
郵
便

で
お
届
け
し
ま
す
。
町
外
へ
転

居
さ
れ
た
方
な
ど
に
、
ふ
る
さ

と
か
ら
の
便
り
と
し
て
送
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
吉
報
の
送
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
平
成
1
4
年
3
月
1
5
日
ま

で
に
、
送
付
先
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
と
年
間
の
送
料
と
し
。

て
一
、
0
0
0
円
を
役
場
総
務

課
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
町
外
で
町
報
の

送
付
を
受
け
て
い
る
方
（
施
設

等
入
所
者
を
除
く
）
も
、
平
成
1
4

年
4
月
号
か
ら
有
料
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

保
育
園
児
募
集

　
平
成
1
4
年
度
の
保
育
園
児
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
鶴
野
内
保
育
園
・
坪
谷
保
育
園

　
・
定
員
　
各
3
5
名

　
・
入
園
資
格
　
町
内
に
居
住
す

　
　
る
満
3
歳
以
上
の
幼
児

○
山
陰
保
育
園
・
高
松
保
育
園

　
・
定
員
　
6
0
名
（
山
陰
保
育
園
）

　
・
入
園
資
格
　
家
庭
で
の
保
育

　
　
に
か
け
る
0
歳
か
ら
の
乳
幼
児

○
申
し
込
み
　
入
園
申
込
書
に
必

　
要
事
項
を
記
入
の
上
、
や
す
ら

　
ぎ
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間
　
－
月
7
日
～
－
月
2
5
日

※
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
容
6
9
1
3
3
6
7
）

（
ピ
サ
エ
さ
ん
9
1
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
松
岡
吉
子
さ
ん
か
ら

（
秀
美
さ
ん
7
9
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
橋
口
幸
一
さ
ん
か
ら

（
カ
メ
さ
ん
1
0
0
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
　
八
期

介
護
保
険
料
（
刀
豆
）
八
期

町
　
県
　
民
　
税
四
期

　
　
　
　
◎
1
月
3
1
日
納
期
限

※
口
座
振
替
日
は
2
5
日
（
金
）
で
す

薬
罐

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福

祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
2
月
1
0
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
福
崎
の
川
越
マ
ツ
さ
ん
か
ら

（
邦
夫
さ
ん
6
4
歳
逝
去
）

（
チ
ヅ
子
さ
ん
6
0
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
伊
東
征
男
さ
ん
か
ら

（
忠
作
さ
ん
9
1
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
清
水
良
幸
さ
ん
か
ら

　
福
瀬
の
関
野
三
道
さ
ん
、
鶴

野
内
の
岩
見
さ
よ
子
さ
ん
か
ら

快
気
祝
と
し
て
、
鶴
野
内
地
区

祭
実
行
委
員
会
、
日
赤
寺
迫
奉

仕
団
、
山
本
秀
子
教
室
、
東
郷

町
農
政
課
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
へ
一
般
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
．

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
（
1
1
月
届
出
分
）

結
婚
お
幸
せ
に

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

三 松 橋 清 海

氏
浦 岡 口 水 野

カ 秀 カ ヒ ヤ

ヨ
美1メ 茎

エ
名

93

ﾎ 羅
9098

ﾎ歳
年
齢

小鶴i羽 小1坪 住
野厨 野・

田 内坂 田1高所

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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一一　　　一

小野出　住宅の
　　ゆう　た　ロ　

黒木雄大くん臓）

父　重美さん
母　緑さん

○好きな食べ物は何
　ですか？

　メロン
○好きな遊びは何で
　すか？

　サッカー
○大きくなったら何
　になりたいですか？

　消防士

福山　広瀬の
　　まさ　ご
金丸勝人くん畷〕

父　初己さん
母　里美さん

○好きな食べ物は何
　ですか？

　カレー
○好きな遊びは何で
　すか？

　ブランコ

○大きくなったら何
　になりたいですか？

　消防士

再
．
聖
づ

。鋼■）

A

も
二覇

垂

騨轡触，繍帳
‘一V．・、一一　　　　　　　　　＾「fし
　ぱ　コ　　　　　ハ

！　　　　　　　　一
、

齪

1

｝

／
＼

ダ
　　　◎

Y

（
奇1響

軽
ぐ1～．．

「レイクランドであそんだよ」

眞眞眞屡』眞賞質深陥

翻◎誘籐
眞屡』眞眞眞眞愛想馬

道の駅に

　　クリスマスの電飾

　東郷町観光協会は、道の

駅でクリスマスの電飾を行

いました。

　道の駅の電飾は今回が2

回目で、道の駅の各施設は

15．000個の電球で飾り付け

られました。

　道の駅を訪れた人達は、

見事な電飾を前に、しばら

く立ち止まって楽しんでい

ました。

表
紙
牧
水
・
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
欣
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
み

海
あ
を
一
青
一
一
つ
く
日
の
瞳
に

　
　
点
じ
て
春
の
そ
ら
匂
は
せ
む

（
海
の
声
）

　
明
治
四
十
一
年
一
月
の
作
。

　
牧
水
は
明
治
四
十
年
の
暮
れ
か
ら
同
四
十
一
年
の
新
春
に
か

け
て
十
日
余
を
園
田
小
枝
子
、
赤
松
庸
三
（
小
枝
子
の
従
弟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
わ

と
共
に
房
総
半
島
の
南
端
近
く
の
千
葉
県
安
房
郡
白
浜
町
の
根

本
海
岸
の
家
で
過
ご
し
た
。

　
こ
の
歌
は
そ
の
時
の
歌
で
’
牧
水
の
海
へ
の
愛
を
感
じ
と
る
こ

と
が
出
来
る
。
伊
藤
一
彦
著
「
若
き
牧
水
・
愛
と
故
郷
の
歌
」

を
見
る
と
「
海
の
青
の
『
↓
し
っ
く
』
に
よ
っ
て
太
陽
も
か
が

や
き
、
春
空
も
さ
ら
に
青
く
照
り
映
え
る
の
だ
。
天
地
の
中
心

に
青
海
を
置
い
て
い
る
、
浪
漫
的
す
ぎ
る
ほ
ど
の
歌
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
作
品
を
見
る
と
’
青
海
が
い
つ
し
か
自
分
自
身
と
な

り
、
或
は
彼
女
の
髪
や
眸
に
変
じ
て
い
く
、
こ
の
若
々
し
い
心

　
と
ラ
マ

の
劇
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
牧
水
と
海
と
の
関
係
は
「
お
も
い
で
の
記
」
中
「
海
」
の
章

に
あ
る
。
子
ど
も
の
頃
、
附
近
で
も
や
》
高
い
山
の
頂
上
へ
行

っ
て
母
か
ら
、
あ
れ
が
海
だ
、
と
教
え
ら
れ
た
時
に
異
常
な
も

の
を
見
る
よ
う
に
胸
が
と
き
め
い
た
こ
と
や
、
さ
ら
に
、
七
歳

か
八
歳
の
時
に
母
と
舟
で
関
川
を
下
っ
て
美
々
津
港
に
出
た
時
、

白
い
波
、
海
を
目
に
し
、
初
め
て
広
大
無
辺
の
海
洋
と
相
対
し

た
時
の
強
烈
な
感
動
が
牧
水
が
終
生
、
海
を
愛
し
’
海
に
あ
こ
が

れ
て
い
っ
た
、
そ
の
み
な
も
と
で
あ

、

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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